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研究成果の概要（和文）：ﾎﾉﾙﾙ在住日系人および日本人計29名（男31％、平均70歳）を対象に、SASｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査、家
庭血圧測定、ハーバード大睡眠問診票（日本語版）等を実施した。平均3%ODI値は男20％、女13％であった。舌骨-顎先
端長と睡眠呼吸障害の重症度、就寝前後の心拍数の間にそれぞれ有意な関連を認めた。SASが疑われる者に精査勧奨し
たところ、SAS治療中または受診嫌悪者であった。受診嫌悪の理由は、検査および治療費用が高額であることだった。

研究成果の概要（英文）：To evaluated the racial difference of sleep disordered breathing, sleep apnea synd
rome screening test, blood-pressure measurement, and the Japanese version Harvard University  sleep questi
onnaire were performed among 29 Japanese (31% males, mean age 70) living in Honolulu.
An average 3%ODI values were 20% for males and 13% for females.  Significant associations were found betwe
en hyoid-mental distance and severity of sleep disordered breathing as well as heart rate before and after
 sleeping.
Those who were suspected to suffer from SAS were patients under treatment or naysayers. A major reason for
 refusing treatment was a high medical costs and examination fees.
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１．研究開始当初の背景 
（1）これまでわが国には一般集団において
睡眠障害が簡便かつ正確に評価できるﾂｰﾙ
またはスクリーニング手法が確立されてい
なかった。また、世界的にも高い妥当性が
あると評価されていた Sleep- EVAL の日本
語化を推進する研究者はいなかった。
Stanford 大学グループの Maurice M Ohayon
教授らが開発した Sleep-EVAL は、1）ｺﾝﾋﾟ
ｭｰﾀ画面に表示された設問を、熟練した担当
者が被験者に見せるか読み上げ適切な回答
を引きだせるよう誘導する、2）回答内容を
入力すると次の設問を出す樹状構造を有す
る、3）睡眠障害の診断がより早く正しく得
られるように工夫された対話型の睡眠障害
評価ﾂｰﾙである（http://www.sleepeval. 
com/sleep-eval.htm）。これまで 8カ国語に
翻訳され使用されているが未だ邦訳はない。
我々は、今回、Ohayon 教授らの許可を得た
ので、Sleep-EVAL の日本語版作成および検
証を行う。これにより、多くの民族に対し
共通のﾂｰﾙ（日米を含め 9カ国語）を用いて
睡眠障害の診断的中率や有病率を算出する
ことが可能となる。 
（2）睡眠呼吸障害は、各種循環器疾患のリ
スクであり、睡眠呼吸障害の有病率は、特
に体格指数（BMI）の増加とともに有意に増
加すること、および民族により睡眠呼吸障
害の有病率に差異があることが指摘されて
いる（Tanigawa, Sakurai et al. Eur Respir 
J. 2010;36:379-384）。また、日本人では顔
面骨格上も上部気道腔の狭小により非肥満
であっても重症な睡眠呼吸障害を呈するこ
とが我々の研究から明らかになり
（Tanigawa et al. Sleep. 2006;29: 661- 
665）、肥満度がより高い欧米人の睡眠呼吸
障害の有病率と大差がないことが判明した
（Tanigawa et al. JAMA 292:923-925; 
2004.）。これらの理由から、日系ハワイ人
は、狭小な上気道腔を持ち、かつ欧米型食
生活で高度肥満者の比率が高く、睡眠呼吸
障害を特に引き起こしやすい可能性が示唆
される。我々は、これまでに日本人を対象
にさまざまな地域・職域での睡眠呼吸障害
の有病率および重症度と関連する要因の分
析を進めてきた。その中で、超肥満者日本
人集団を対象に研究を進める議論のなかで、
ハワイ州ﾎﾉﾙﾙ在住日本人を紹介され、本研
究の着想に至った。 
現在、日本では急速に肥満者比率が増加し
ており、その傾向はアジア全体に広がって
いる。わが国には男性勤労者だけで 300 万
人以上の要治療の睡眠呼吸障害者がいると
推測されている。それに対し、これらの対
象者の診断および治療体制はほぼ未対応で
ある。特に重症な睡眠呼吸障害の早期発
見・早期治療は重要な課題である。睡眠時
無呼吸症候群は、睡眠障害の中でも特に有
病率の高い疾患であるとともに勤務中の居
眠りのリスクや循環器疾患発症のリスクを

高めることが知られている（櫻井進、谷川
武ら.厚生の指標. 57; 6-13: 2010)。研究
分担者（谷川）らは、睡眠中の呼吸障害の
程度を客観的かつ簡便に計測する手法であ
るフローセンサ法による睡眠呼吸障害スク
リーニング法を開発し（Nakano, Tanigawa 
et al. Eur Respir J 2008;29:728-736）、
トラック運転者の交通事故防止、循環器疾
患予防を目的とする睡眠呼吸障害スクリー
ニングを展開してきた（谷川武、櫻井進．
睡眠障害の基礎知識.2008)。 
 
２．研究の目的 
（1）信頼性の高い睡眠障害評価ﾂｰﾙをわが
国に導入する目的で、妥当性を高く評価さ
れている睡眠障害評価ﾂｰﾙ（Sleep-EVAL 英
語版）を基に、今回初めて日本語版を作成
しその妥当性を検証する。わが国における
睡眠障害検出のための極めて有効なﾂｰﾙの
実用化を目指す。 
（2）民族差が睡眠呼吸障害の重症度に及ぼ
す影響を検討する目的で、日本人、日系ハワ
イ人、先住ハワイ人およびポリネシア系ハワ
イ人に、Sleep-EVAL をはじめ、各種睡眠問診、
睡眠呼吸障害スクリーニング検査、家庭血圧、
顔面骨格および身体計測を実施し検証する。 
 
３．研究の方法 
（1）研究期間内に、1）Ohayon 教授が開発
した、Sleep-EVAL 英語版を基に日本語版を
作成し妥当性を検証する。 
（2）日本人、日系ハワイ人、先住およびポ
リネシア系ハワイ人を対象に、2）Sleep-EVAL
（英語版または日本語版）、3）睡眠障害関連
の各種問診（エプワース睡眠尺度、ベルリン
質問紙、ノルディック睡眠問診など）、4）フ
ローセンサ法、パルスオキシメトリ法の 2種
類の睡眠呼吸障害スクリーニング検査、5）
就寝前および起床直後の血圧測定をそれぞ
れ実施する。さらに 6）顔面骨格および身体
計測を行う。7）これらのデータから民族差
による睡眠呼吸障害の有病率算定とその要
因を分析し睡眠呼吸障害の重症者への効果
的な対策を提案する。 
 
４．研究成果 
申請研究の目的Ａについては、十分な事前問
合せののちOhayon教授のラボにてSleep-EVAL
の詳細を確認したところ、①同教授が期待す
る研究として日本の47都道府県の全ての地域
から対象者を選び、睡眠専門医師により診断
を行う、②本ﾂｰﾙは他ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに移植できない、
③Ohayon教授が認めた研究にしか使用できな
い、④本ﾂｰﾙは2万以上の質問があるなどが説
明され、Ohayon教授の要求水準が事前打合せ
に対し極めて高かった。この部分については
より多くの睡眠専門医を擁する大規模研究に
よって推進することが望ましいと考えられた。 
目的Ｂについては、Sleep-EVALではなく共同
研究を行っているハーバード大で作成し成果



を上げている睡眠障害問診票を日本語化し実
施することとした。 
以上の変更申請を研究開始翌年に行った。本
睡眠障害問診票の日本語版は、国外では本研
究で初めて実施された。ﾎﾉﾙﾙの現地協力者、
研究機関および関連団体などと２回の事前
調整ののち、平成 24 年５月に約２９人のﾎﾉﾙ
ﾙ在住日系人日本人を対象に本調査を実施し
た。実施内容としては、ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査（呼吸
フロー検査、パルスオキシメータ）、家庭血
圧測定、睡眠障害問診票、睡眠日誌、睡眠質
問紙である。平成 25 年 5 月に、当該対象者
へ本研究の有用性と診断・治療に関するアン
ケート調査を実施した。結果として①対象者
の性別は男性 31％、平均年齢は 70 歳、男性
3%ODI 値は 20％、女性は 13％であった。②舌
骨-顎先端距離と睡眠呼吸障害の重症度、就
寝前後の心拍数のそれぞれの間に有意な関
連を認めた。②要精密検査者のほとんどが治
療中患者または受診嫌悪者であった。主な治
療は経鼻的陽圧呼吸療法で、拒否者の主な理
由は高額な検査および治療費用であった。こ
れらの集計結果を学会等において明らかに
するとともに、平成 26 年度中に本研究成果
の報告会を実施予定である。 
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